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父
と
寝
ね
母
と
起
き
い
つ
る
ふ
る
郷
の

山
家
こ
の
こ
ろ
鹿
の
こ
ゑ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

蘭
詠
の
中
．

　　

@
歌
碑
8
3
洒

　
9
三
一
／
7
ロ
］
、
郷
土
が
生
ん
だ
歌
人
若
⊥

牧
水
の
偉
業
を
偲
び
．
第
4
5
匝
牧
水
祭
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
八
ラ
年
は
攻
水
生
誕
柵
年
の
記
念
の
狂
に

あ
た
り
、
県
内
外
か
ら
牧
水
に
ゆ
か
り
の

人
達
が
大
勢
訪
れ
＼
牧
水
の
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。

　
（
写
真
は
巫
女
を
つ
と
め
た
．
庫
ハ
合
中
2

年
生
の
井
伊
加
陽
子
さ
ん
㊧
．
松
晋
、
肖
奈

さ
ん
㊧
）

「町報とうこう」は再生紙を使用しています㊧
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牧
△
瓜

大ル

あ
り
一
日
0
牧
水
‘
偲
ぶ

サ

　
若
山
牧
水
の
生
誕
百
十
周
年
を
記
念
し
て
『
第
四
十
五
回
牧
水
祭
』
が
、
九

月
十
七
日
に
牧
水
公
園
と
総
合
文
化
セ
ン
タ
：
で
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
前
日
の
十
六
日
に
は
、
　
『
牧
水
の
う
た
・
文
化
の
夕
べ
』
と
題
し
て
、
県
内

在
住
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
前
田
理
恵
子
先
生
と
バ
リ
ト
ン
歌
手
末
平
浩
康
先
生
が
、

牧
水
の
短
歌
を
歌
い
、
本
町
と
姉
妹
都
市
の
沖
縄
県
宜
野
湾
市
か
ら
は
、
琉
球

舞
踊
団
が
参
加
し
ま
し
た
、

　
今
年
は
、
　
「
全
国
健
康
福
祉
祭
み
や
ざ
き
頬
歌
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
」
も

同
時
に
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
九
七
一
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
牧
水
歌
碑
祭
の
後
ふ
る
さ
と
の
家
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
、
民
謡
・

朗
詠
・
牧
水
太
鼓
・
牧
水
の
歌
の
合
唱
が
行
な
わ
れ
、
午
後
か
ら
は
、
会
場
を

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
短
歌
大
会
の
事
前
投
稿
入
選
者
・
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
者
の
表
彰
、
ド
ラ
ン
カ
ー
ズ
の
「
牧
水
の
歌
」
コ
ー
ラ
ス
、
若
山
旅

人
先
生
の
記
念
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

帯
　
　
景
　
　
景
　
　
斎
　
　
膏
　
　
幣
　
　
景
　
　
管
　
　
誉
　
　
峯
　
　
斎
　
　
蚤
　
　
蚤
　
　
憂

ハ

前
窟
霞

＜
前
田
理
恵
子
先
生
と
末
平
浩
康

　
先
生
が
牧
水
の
歌
披
露

＊
沖
縄
県
宜
野
湾
市
文
化
協
会
（
会

　
員
約
一
二
〇
〇
名
）
古
典
部
の
師

　
範
・
師
匠
の
皆
さ
ん
の
琉
球
舞
踊

＜
明
る
く
庶
民
的
な
踊
り

　
　
　
　
「
加
那
ヨ
ー
天
川
」

り△
瓜

レ
姉
妹
都
市
宜
野
湾
市

　
の
助
役
花
城
清
英
氏

レ
一
人
踊
の
「
か
せ
か
け
」

レ
琉
球
舞
踊
の
中
で
も
も
っ
と
も

　
人
気
の
あ
る
「
四
つ
竹
」

大歌短

、
r

レ
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
踊
り

　
　
　
　
　
「
太
鼓
バ
ヤ
シ
」

◎
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
母
を
こ
よ
な

く
愛
し
た
歌
人
牧
水
…
…

日
向
の
國
む
ら
立
つ
山
の
ひ
と
山
に

　
　
　
住
む
母
恋
し
秋
晴
の
日
や

レ
牧
水
の
歌
、
琉
球
舞
踊
に
、

　
拍
手
を
贈
る
観
衆

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係㊥2411（14）まで〉
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生水牧

全国健康福祉祭みやざき

懇 レ
演
題
「
父
の
ふ
る
さ
と
」
で
記
念

　
講
演
を
さ
れ
た
若
山
旅
人
先
生

．手

劉
遡
乱

！
」
咀

レ
牧
水
太
鼓
愛
好
会
に
よ
る

　
「
天
空
」
「
牧
水
太
鼓
組
曲
」

　　　　　成功させよう〃

第9回全国健康福祉祭みやざき短歌大会

　平成8年11月10日、宮崎県で「ねんりんピック’96」が

開催されます。そのイベントの一環として短歌大会が、この

牧水のふるさと東郷町で行なわれることに決定しました。

　牧水祭行事のアトラクションの中でも、ねんりんピッ

クのマスコ・ノト「元気ちゃん」（左写真）が登場し、会場

に詰めかけた観衆に、東郷町での短歌大会の成功を呼び

かけていました。

レ
坪
谷
小
学
校
児
童
に
よ
る

　
牧
水
の
歌
の
合
唱

レ
歌
小
林
五
美
さ
ん
、
嘘
子

　
寺
原
さ
つ
え
さ
ん
、
尺
八

　
小
田
先
生
に
よ
る
「
田
植

　
唄
」

　
牧
水
短
歌
大
会
で
天
位
（
最
優
秀

賞
）
に
輝
い
た
作
品
は
次
の
と
お
り

で
す
．

　
小
学
生
の
部
二
心
豪
数
．
．
．
四
．
．
．
占
∵

さ
び
し
い
よ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
な
く

な
っ
て
三
人
ぐ
ら
し
夏
休
み
な
の
に

　
　
　
伊
形
小
学
校
　
岩
切
達
哉

　
中
学
生
の
部
〔
応
募
数
．
六
．
一
一
点
　

目
ざ
め
れ
ば
せ
み
が
し
き
り
に
鳴
い

て
い
る
山
か
ら
音
が
あ
ふ
れ
る
よ
う

に
　
　
東
郷
中
学
校
　
池
田
理
恵
子

　
古
同
校
生
の
部
二
心
寡
数
穴
．
．
、
点
一

ふ
と
見
れ
ば
ま
ぶ
た
の
重
い
君
の
顔

う
な
ず
く
よ
う
に
何
度
も
ゆ
れ
た

　
　
　
延
岡
高
校
　
　
白
石
恵
美

　
一
般
の
部
〔
応
募
数
．
．
．
し
点
　

小
諸
城
壁
に
彫
ら
れ
し
歌
に
つ
も
る

雪
払
ひ
て
偲
ぶ
牧
水
の
こ
こ
ろ

　
　
　
延
岡
市
　
　
川
並
洋
子

　
な
お
、
今
回
は
新
た
に
長
寿
の
部

が
も
う
け
ら
れ
、
一
六
五
点
の
応
募
の

中
か
ら
1
0
点
が
長
寿
特
別
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
　
N
点
と
も
甲
乙
つ
け
が

た
い
作
品
ば
か
り
で
し
た
が
、
そ
の

中
で
も
9
6
歳
の
高
齢
で
本
町
で
唯
一

長
寿
特
別
賞
に
入
賞
し
た
寺
迫
の
黒

木
日
出
夫
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。今

日
も
ま
た
暑
さ
き
び
し
く
な
り
に

け
り
杉
の
下
刈
り
一
人
で
励
む

　
以
上
全
て
の
入
賞
者
の
紹
介
は
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
賞
を
受
賞

し
た
み
な
さ
ん
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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“暑さの中”

第34回東臼

漁

　
8
月
2
7
日
、
西
郷
村
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
第
3
4
回
東
臼
杵
郡
民
体
育
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
郡
民
の
連
帯
と
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
的
に
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
本
町
か
ら
も

甲
斐
善
重
郎
団
長
の
も
と
、
総
勢
5
6

名
の
選
手
役
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
町
選
手
団
は
約
2
ケ
月
前
か
ら

練
習
に
取
り
組
み
大
会
に
望
ん
だ
結

果
、
女
子
の
部
が
5
位
、
男
子
の
部

が
9
位
、
総
合
で
8
位
と
い
う
結
果

に
終
わ
り
ま
し
た
。
大
会
当
日
は
非

常
に
暑
い
一
日
に
な
っ
た
よ
う
で
す

が
、
選
手
役
員
の
皆
さ
ん
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
．
．

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
・
団
体
の
六
位
ま
で

〔一

ﾊ
〕
小
川
好
美
・
女
子
C
㎜
m

・
1
4
秒
7
、
橋
口
克
義
・
男
子
G
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
づ

m
・
7
分
1
1
秒
、
若
杉
健
司
・
男
子

B
…
…
m
・
1
2
秒
0

〔
二
位
〕
森
田
敏
勝
・
男
子
共
通
走

高
跳
・
1
m
7
2
、
那
須
弘
志
・
中
学

男
子
㎜
m
・
2
5
秒
9
、
小
川
勝
正
・

男
子
E
砲
丸
投
げ
、
1
3
m
1
8
・
田
辺

英
雄
・
男
子
G
砲
丸
投
げ
・
1
3
m
5
5

那
須
則
子
・
女
子
D
㎜
m
・
1
4
秒
6

都
甲
牧
人
・
男
子
共
通
三
段
跳
・
1
1

m
9
2〔

三
位
〕
黒
木
真
奈
美
・
女
子
B
㎜

m
・
1
4
秒
7
、
那
須
則
子
・
女
子
共

通
走
高
跳
・
1
m
2
4
、
黒
木
智
広
・

男
子
A
走
幅
跳
・
5
m
4
7
、
橋
口
伸

子
・
女
子
B
砲
丸
投
げ
・
9
m
2
1
、

男
子
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
リ
レ
ー
（
㎜
m

若
杉
健
司
・
獅
m
高
館
義
幸
・
珈
m
中

野
生
津
美
・
柵
m
海
野
道
明
）
・
2

分
1
6
秒
9

〔
四
位
〕
海
野
道
明
・
男
子
A
㎜
m

・
1
1
秒
9
・
森
西
初
義
・
男
子
A
砲

丸
投
げ
・
1
0
m
8
1
、
西
田
宗
古
・
男

r
C
砲
丸
投
げ
・
1
0
m
8
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
五
位
〕
海
野
達
也
．
男
子
共
通
謝
m

・
1
7
分
4
8
秒
、
黒
木
幸
男
・
男
子
F

　0
0
m
・
7
分
2
3
秒
、
山
田
重
男
・
男

2
　
0

子
E
O
O
m
・
7
分
2
3
秒
、
女
子
蜘
m

　
　
ワ
ヨ

リ
レ
i
（
黒
木
真
奈
美
、
海
野
博
子
、

那
須
フ
ミ
ヨ
、
小
川
好
美
）
・
1
分

0
秒
7
・
団
技
男
女

〔
六
位
〕
寺
田
新
一
・
男
子
D
砲
丸

投
げ
・
1
1
m
3
5

　
年
令
種
別
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
A
・
2
5
歳
以
下
、
同
B
・
2
6
～

30

ﾎ
、
同
C
・
3
1
～
3
5
歳
、
同
D
・

36

`
4
0
歳
、
同
E
・
4
1
～
4
5
歳
、
同

F
・
4
6
～
5
0
歳
、
同
G
・
5
1
～
5
9
歳

女
子
A
・
2
5
歳
以
下
、
同
B
・
2
6
～

29

ﾎ
、
同
C
・
3
0
～
3
9
歳
、
同
D
・

40

ﾎ
以
上
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＼

一罪
》
町
⑭
園
⑫

　
　
　
　
　
　
禺
動
《
だ

　
九
月
一
日
付
で
、
町
職
口
貝
の
人
事

異
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

o
課
長
級

農
政
課
長
　
三
浦
正
教
（
林
政
課
長
）

林
政
課
長
　
平
野
貝
母
（
福
祉
生
活

課
長
補
佐
兼
環
境
衛
生
係
長
）

o
係
長
級

福
祉
生
活
課
環
境
衛
生
士
長
　
福
田

幸
一
（
総
務
課
情
報
係
長
）

総
務
課
管
財
係
兼
情
報
係
長
　
海
野

雅
彦
（
総
務
課
管
財
係
長
）

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
入
賞
者
決
ま
る
／

「
曲
豆
か
で
活
力
あ
る
町
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
た
め
、
東
郷
町
の
美
し
い

自
然
、
歴
史
、
民
俗
・
文
化
な
ど
を

通
じ
て
広
く
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
目
的
で
開
催
さ
れ
た
「
第
4
回

東
郷
町
観
光
協
会
主
催
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
入
賞
者
が
き
ま
り
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
二
七
名
五
九
点
の
作

品
の
応
募
が
あ
り
、
川
南
町
の
守
田

陽
子
さ
ん
の
「
牧
水
祭
の
日
」
が
み

ご
と
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

金
賞
　
守
田
陽
子
「
牧
水
祭
の
日
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
南
町

銀
賞
　
植
野
浩
人
「
坪
谷
川
の
夏
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
郷
町

銀
賞

銅
賞

銅
賞

銅
賞

入
選

入
賞

入
賞

平
山
雄
二
「
う
な
ぎ
つ
か
み

ど
り
一
　
　
　
日
向
市

稲
田
義
美
「
朝
の
牧
水
公
園
一

　
　
　
　
　
　
　
日
向
市

小
坂
　
亘
「
真
夏
の
坪
谷
川
」

　
　
　
　
　
　
　
都
農
町

黒
木
貴
子
「
牧
水
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
」
　
　
　
　
日
向
市

寺
原
　
茂
「
観
音
瀧
で
泳
ぐ

子
等
一
　
　
　
　
日
向
市

大
山
　
正
「
遠
足
の
日
一

　
　
　
　
　
　
　
川
南
町

矢
野
金
道
「
牧
水
祭
［

　
　
　
　
　
　
　
延
岡
市

＜
金
賞
受
賞
の
守
田
陽
子
さ
ん
の

　
作
品

麺
r
渉

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た
．

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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紗・METoS総総

　　　　　　　　　CORNI≡R　v。L1

む

　はじめまして、ショナーバーケットと申します。

　今年の8月からエデルの代わりに東郷町の国際交流員になりました。私の出身はイギリスの東、海岸沿いに

あるレドカーという町で、9歳から18歳まで家族と共にそこに住んでいました、レドカーという町は19世紀に

開発された漁業の町で、ビクトリや女王の時代には行楽地としても栄えていました、20世紀になってからは鋼

鉄や化学薬品の生産もさかんになり、近代産業地域へと変わっていきました。

　さて、出身地の話はこれぐらいにして、今度はイギリスの国についてお話をします。現在のイギリスは、ス

コ・・トランド、ウェールズ、北アイルランド、イングランドという4つの国が、17世紀に統一されて誕生しま

した．政治的に一つの国に統一されたと言っても、この4つの国は自分の習慣も歴史も今だにそれぞれの独自

的な伝統を守っています。また、イギリスの国旗にしても、かつて別々の国だった頃のそれぞれの国旗の象徴

を元にして作られていまず。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ところで話は変わりますが、一般的にイギリスでは競馬、ゴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルフ、ラグビーが大変人気のあるスポーツです。また、小さい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子供からすることの出来るサッカーも人気のあるスポーツの一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っです．スポーツ以外ではパブ（イギリスにある大衆の酒場）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にあるダーツ、ビリヤードなど、日本でもおなじみのゲームも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人気があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最後に私のことですが、1989年からシェッフィールド大学で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本語と政治を専攻しました、そして1992年に東京の中央大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法学部に留学、去年の8月に大学を卒業、そしてすぐ、地方（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎）でどんな生活が待っているのか何も分からずこちらへや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　って来ました。宮崎へ来てから色々なことを学ぶことができま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。私自身、東京に住んだことはいい経験になりましたが、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京の生活のペースは速すぎると思います。人間と人間の相互

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的な理解のためには田舎に住んだほうがすばらしいと思います，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1年間宮崎に住んでいたので、沢山の友達もでき、日本の伝統

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的なことも宮崎の習慣も色々と勉強することができました。東

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郷町のこともこれから一生懸命勉強したいと思いますので、ど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うぞよろしくお願いします。

畜
産
だ
よ
り

「
第
一
た
か
ひ
で
号
」

　
　
　
　
　
県
共
進
会
へ

　
九
月
期
仔
牛
郡
共
進
会
に
出
品
し

た
、
水
野
和
徳
さ
ん
の
「
第
一
た
か

ひ
で
号
」
が
優
等
賞
に
選
ば
れ
十
月

七
日
に
開
催
さ
れ
る
第
4
7
回
県
共
進

会
に
出
品
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
雌
　
部
（
仔
牛
）

海
野
　
直
　
は
る
な
み
号
　
壱
等
賞

那
須
福
千
代
　
ち
ほ
み
号
　
参
等
賞

▽
去
勢
部
（
仔
牛
）

　
　
　
　
　
女
　
　
　
　
弐
等
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
等
賞

井
脇
健
牛
号

水
野
藤
雄
　
藤
秀
号

▽
肉
用
種
種
牛
（
育
成
牛
）

水
野
和
徳
　
第
一
た
か
ひ
で
号

稲
田
真
人
　
さ
く
ら
こ
号

岡
村
増
義
　
た
け
ひ
ろ
号

那
須
利
光
　
さ
く
ら
号

　
　
く
第
一
た
か
ひ
で
号

璽
劉欝

優
等
賞

参
等
賞

参
等
賞

参
等
賞

響一一こ

h薄
弱
、

舞
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醗うも祭りに参加沖＿湾市：　　　L
　、8月19日吐1～20日日・

　　東郷町と姉妹都市である沖縄県宜野湾市で開かれた「

　第18回宜野湾はごろも祭り」に、鶴野内の臼太鼓保存会　・

　（矢野一彦会長以下27名）一行と町内の小学生｛14名）

　が参加しました。

　　今回は、姉妹都市締結10周年を記念して招かれたもの

　で、鎌倉時代から伝わる鶴野内臼太鼓踊り、翌日は、小：

　学生によるひょっとこ踊りが披露され、姉妹都市からの

　珍しい踊りの参加に、会場に詰めかけた市民から大きな

　拍手が送られました。
－】［【＿コ【．－】【－－］一－■■－－－－－正－ーエー－－】［【】【－－－τΣロ∫耳■】［Hl互璽二H耳璽－塁雪三■一∬夏呈互重璽三－∫茎至＝三．蔓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴峰園で「一日園長J町の婦人会長さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老人ホーム鈴峰園では、敬老の日を前にして一日園長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行事が実施されています。今年は町婦人連絡協議会長の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田美津子さんが一日園長として委嘱されました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田さんは、利用者と食事をしたり、ゲートボールを

疇嚥心犠讃i鰯網1轟鑓
【－－－τ：【－－－■－＿－－＝［［r罫－－：【：【－夏r【Σ葦．r【－互．亙－至■皿エ互皿亙三更－茎－玄　室隅翌一H三茎三．　茎三戸二三：葺

　商工会長杯親睦ソフトボール大会
…9月10日旧／

　商工会主催による商工会長杯親睦ソフトボール大会が

町グラウンドで9チームが参加して行なわれました。

　昨年に続いて今年が第2回目で、町内企業と地域の方
との親睦を目的として行なわれ、これからも続けていき

たいとのことでした。

参加チーム
　メディキットA・B、菊池建設、住建リース、ベイス
　ターズ、宮協開発コンサルタント、スターズ、冠会、

箔畿ハ逮

　
　
　
　
　
　
イ
ズ
会
：

　
　
　
　
　
　
　
　
工
緯

商
グ
昨
の
い
加
メ
タ
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
成 ：優勝　メディキットA

　2位　宮協開発コンサルタント

【－－－】【－【－：【x］目［【皿互＿童皿．■【旦夕【－【【璽工－ーヨ鼠三【亙－－Σ皿＝重－－了－孟　璽皿－∫夏夏；｛∫翼

　　　　　　　　　・　・　，・一一纏　　　　『居合道』夢想神伝流の演武会

霞藩蕪ll融■i膝1凹凹1鱗1鱒鴛l

　　　　　　o　、
　　　．　　鳩　．鰍　　　！　　　　　　　　　：れました。
監　　野　　　　　講　　　　　　　　　　　　・　居合道は仮想の敵に対する「居合道型」の演武で、歴

　　　＼　　　　7　　　　　　　　　　　　：史は古く、450年から500年位前工夫された武道です。現

　　　　　’　　　．　　　　　　　　　　　・在では竹刀剣道のようにスポーツ性もあり、国内外を問
　　　　　　　　　　騨…・　　　　　　”わず老若男女が、この武道を通じて伝統文化を守り継承

　　　　…匪1職藩：融繋管契四一図

」【茎】【．］【】＝

＼
；
ト
ー

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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繋るεと：

ノくりへ

づ1藤

東郷町森
与　同年いご　　o　o　o　o

＿　房

瀞
わ
駄譲

．

　
　
　
吹
、
％
・

　
　
　
　
レ
溺
ド
ノ

　
皇
塾
響
7
．

ひ
畠
腸
－
　
　
，

職
n
」
・

4盛　一　　一・、、＝

（
「

，
一

　
．

、
O

・
　
o
〆

駒

江
さ
ん
（
4
2
歳
）

の
　
訴

　
、
鴇
湾

㌦
鱒

　
扁

畷
悔

。
出
身
地

　
鶴
野
内
前
田

。
生
年
月
日

　
昭
和
二
十
八
年
八
月
二
十
日

O
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
池
内
雄
】
郎
（
弟
）

o
現
在
の
住
所

　
広
島
市
安
佐
南
区

　
藤
森
さ
ん
は
、
大
阪
で
八
年
間
過

ご
し
結
婚
後
に
広
島
で
生
活
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
ご
主
入
と
高
校
二

年
生
の
長
男
、
中
学
三
年
生
の
長
女
、

同
一
年
生
の
二
女
の
五
人
家
族
で
す
。

　
好
き
な
看
護
婦
の
仕
事
を
す
る
一

方
、
趣
味
と
し
て
、
庭
の
花
を
育
て

た
り
、
サ
ッ
カ
ー
の
観
戦
を
楽
し
み

な
が
ら
余
暇
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

★
∴

み
3
さ
と
6
思
い
出
は
な
し

「
★

懐
か
し
い
星
空
、
雨
足

　
故
郷
を
離
れ
て
2
7
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
四
季
折
々
に
思
い
出
す
の
は
、

東
郷
町
の
自
然
ば
か
り
で
す
．
、

　
子
供
の
頃
に
泳
い
だ
小
川
、
栗
・

柿
・
山
菜
を
採
っ
た
山
、
一
面
の
れ

ん
げ
草
畑
、
フ
ク
ロ
ウ
の
鳴
き
声
の

聞
こ
え
た
夜
、
卑
し
い
時
間
・
風
景

は
今
も
鮮
明
に
思
い
出
し
ま
す
。

　
夏
に
は
縁
台
に
座
り
、
満
天
の
星

空
を
見
る
の
が
日
課
で
し
た
。
暗
闇

に
光
り
輝
く
星
座
、
時
に
は
流
れ
星
、

そ
こ
に
は
家
族
の
ふ
れ
合
い
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
草
む
ら
で
は
、
螢

も
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
雨
が
降
る
と
冠
山
を
背
景
に
、
東

か
ら
西
に
流
れ
る
よ
う
に
見
え
る
雨

足
、
雨
の
強
弱
に
よ
り
雨
足
も
違
っ

て
見
え
る
の
が
好
き
で
、
よ
く
眺
め

た
も
の
で
し
た
。

　
あ
の
頃
は
野
山
を
駆
け
回
り
、
自

然
や
友
達
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
事
は
、

町
あ
げ
て
特
産
物
を
〃

　
広
島
県
も
、
も
み
の
木
森
林
公
園
、

花
い
っ
ぱ
い
の
備
北
公
園
、
緑
化
セ

ン
タ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ

場
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
野
外
ス
ポ
ー

ツ
施
設
は
、
自
然
と
親
し
め
る
整
備

を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
季
節
に
よ

私
の
人
生
の
源
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
い
て

　
言
う
こ
と
な
し
、
ふ
る
さ
と
の

　
　
　
山
は
あ
り
が
た
き
か
な
」

　
雨
が
降
る
と
雨
足
が

く
見
え
る
冠
山

縛
響
卿

華

一冊琳耳翫！シ「聖シ弔棚「冊」脳珊y「豪馳「構

手
を
出
せ
ば
舐
め
寄
る
も
の
を
綱
持

　
て
ば
親
牛
に
寄
り
添
い
て
お
び
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
r

合
歓
の
花
二
度
咲
く
頃
が
秋
大
豆

　
蒔
く
時
期
な
り
と
母
は
教
え
き

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
f

園
圃
に
野
辺
の
花
い
と
強
き

枯
れ
し
ン
・
田
心
ふ
も
潔
㌫
み
し

隣
羅
餓
灘
．
媚

　
　
　
∴
ぎ
－
誘
勢
著
セ

　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ワ
　
　
ち
コ

下
羅
蕪
鱗
、
ア

ふ
る
さ
と
離
愛
し
綾
醇

　
尾
鈴
望
め
る
像
の
さ
や
け
き

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
古
市

ま
な
か
ひ
の
絶
壁
仰
ぎ
鮎
掛
く
る

　
耳
川
の
夏
わ
れ
の
楽
し
み

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

り
入
場
者
数
が
少
な
く
、
行
政
の
方

も
創
意
工
夫
に
日
夜
努
力
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
私
の
住
ん
で
い
る
川
内
は
、
特
産

物
の
広
島
菜
（
京
菜
を
品
種
改
良
し

た
漬
物
）
が
あ
り
ま
す
。
全
農
家
で

作
ら
れ
、
J
A
の
ト
ラ
ッ
ク
が
集
め
、

地
域
に
あ
る
漬
け
物
工
場
に
運
ば
れ

加
工
さ
れ
ま
す
．
．

　
東
郷
町
を
挙
げ
て
特
産
物
に
力
を

入
れ
、
活
気
あ
る
町
づ
く
り
を
目
指

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
、
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
期
待
し
ま
す
．
．

戴
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◎
　　

E
君

，
屡
、
諮

騨鰺

▼題「ちびっこ太鼓」

1匁羅遡幽1　唱

嘉鰹
　れヨ、覇

芸一慧肇一甲　＿．

　　　鶴野内山内の

三浦光一朗くん．6燭

父：三浦元生さん

母：　さゆりさん
O好きな食べ物は何ですか？

　シチニーとスパゲティ

O好きなテレビ番組は何で
　
な
？
　
　
　
　
　
L

　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
リ

　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
∬

ン
好
す
ド
大
た
消

　ドラゴンボール

O大きくなったら何にな

　たいですか？

　　鶴野内中山の
山本幸恵ちゃん5歳1

父：山本和利さん

母：　利枝f一さん

O好きな食べ物は何ですか？

　カレー

O好きなテレビ番組は何で

　すか？

　忍玉乱太郎

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　アイスクリーム屋さん

場

轟舜

憾
n
購

／

奪
．
滋
・

（▲題「リレーがんばったよ」

・
Y
・
ヤ
・
γ
・
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
γ
・
Y
・
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
。
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
∴
▼
・
7
・
Y
・
頓
u
・
頓
u
・
Y
・
Y
・
●
・
▼
・
T
・
Y
・
Y
∴
▼
・
Y
・
Y
∴
▼
・
7

彰田き澱一宿桔舌題
28年振りに

「盆踊り』を復活

　8月遅は、町内各地

区で盆踊りが行われた

ようですが、福瀬広瀬

地区では今年盆踊り保

存会を結成し、28年

振りに盆踊りを実施し

ました。

　久し振りに：にぎわっ

たこの盆踊り’、これか

ら毎年続けていきたい

ということでした。

遡‘りノ、≦餌
、一

圏
回
回
回
覧
O

駐
在
所
新
築
工
事
始
ま
る

　
こ
の
度
、
日
向
警
察
署
東
郷
駐
在

所
が
新
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
、
．

　
新
し
い
駐
在
所
は
、
国
道
3
2
7

号
に
向
け
て
駐
在
事
務
所
が
設
け

ら
け
、
国
道
側
の
生
垣
が
取
り
払
わ

れ
来
客
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
四
台
分

が
確
保
さ
れ
ま
す
。

　
木
造
二
階
建
て
で
建
坪
一
一
八
・

四
二
血
あ
り
来
年
二
月
入
居
予
定
で

す
．　

新
築
期
間
中
は
、
旧
宮
協
開
発
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
跡
（
丁
銀
東
郷
代
理

店
横
）
を
仮
駐
在
所
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
東
郷
駐
在
所
に
フ
ァ
ク
ス
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
．
．
番
号
は
㊥
）
2
0
2
6

で
す
．
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

年
　
次

概
　
　
　
　
　
　
　
要

勤
務
員

明
治
4
4
年

大
字
山
陰
丙
1
の
4
7
5
番
地
の
民
家
を

中
山
国
衛

買
受
け
開
所

里
馬
・
長
崎
・
小
野
田
・
羽
坂
（
除
く

硯
野
）
・
鶴
野
内
・
八
重
原
・
迫
野
内

革

昭
和
1
4
年

　
を
管
内
舟
戸
に
移
転

宮
越
　
　
明

昭
和
2
3
年

富
島
地
区
警
察
署
山
陰
巡
査
駐
在
所
に
改
称

永
友
　
艶

昭
和
2
6
年

巡
査
部
長
派
出
所
に
昇
格
し
3
名
体
制
と

山
元
　
　
元

な
る

11

日
向
地
区
警
察
署
山
陰
巡
査
部
長
派
出
所

と
改
称

鳥
川
が
管
内
に
入
る

昭
和
2
9
年

日
向
警
察
署
山
陰
巡
査
部
長
派
出
所
と
改
称

川
畑
政
敏

沿

昭
和
4
2
年
昭
和
4
7
年

口
向
警
察
署
山
陰
警
察
官
駐
在
所
と
改
称
現
在
地
に
移
転

金
丸
鶴
男
佐
藤
高
義

昭
和
5
5
年

日
向
警
察
署
東
郷
警
察
官
駐
在
所
と
改
称

瀬
戸
口
大
美

平
成
4
年

日
向
警
察
署
東
郷
警
部
補
駐
在
所
に
昇
格

山
本
英
輔

改
称
（
所
長
制
）

平
成
6
年

日
向
警
察
署
東
郷
駐
在
所
に
改
称
（
所
長
制
）

久
保
　
正
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マ
イ
ホ
ー
ム
を

取
得
し
た
と
き

　
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ

ー
ム
を
取
得
し
た
り
、
増
改
築
を
し

た
と
き
に
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、

瓠
）

皿

f
．

奥
さ
ま
と
税

漏凶温

細9竃お琶鹿恥『翻あ⑳go

圓
帥
”
輌
鶉
髄
監
瞬
髄
門
闘
轟
囲
認
岡
”
闘
岡
認
鯛
諺
瞬
鵠
脚
鵠
岡
鵠
岡
認
闘
”
餌
鱒
翼
圏
設
岡
闘
蝕
圓
h
岡
紫
脚
紫
韓
鯛
肘
闘
図
【
國
髄
岡
囲
轟
岡
認
脚
鵠
醐
鵠
闘
図
”
闘
鵠
囲
h
岡
岡
髄
凶
諺
図
瓢
闘
誕
囲
髄
”
岡
髄
岡
鵠
酵
巽
闘
巽
囲
認
図
誕
岡
馳
随
鱒
誤
闘
鵠
岡
鵠
岡
”
”
闘
鵠
脚
」

漏

　
り

醤置

二
年
目
以
降
は
、

て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

居
住
の
用
に
供
し
た
年

か
ら
六
年
間
、
各
年
分

の
所
得
税
額
か
ら
、
そ

の
年
の
十
二
月
三
十
】

口
に
お
け
る
借
入
金
残

高
を
基
に
計
算
し
た
金

額
〔
最
初
の
二
年
間
は
、

最
高
三
レ
万
円
、
そ
れ

以
後
四
年
間
は
、
最
高

二
十
五
万
円
）
を
控
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

　
こ
の
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
確
定
申
告

が
必
要
で
す
．

　
た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
方
は
、
一
年
目

に
確
定
申
告
を
す
る
と
、

　
　
年
末
調
整
に
よ
っ

　
ハ
！
ト
タ
イ
ム
で
働
く
奥
さ
ま
を

よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
誰
で
も
ち
ょ

r．

ﾆ
気
に
な
る
の
が
収
入
と
税
金
の

関
係
で
す

　
通
常
、
パ
ー
ト
収
入
は
、
給
与
所

得
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
収
が
百
三

万
円
ま
で
は
、
ご
主
人
は
配
偶
者
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
し
、
奥
さ
ま
自

身
に
も
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
．
、

　
ま
た
、
ハ
ー
ト
に
よ
る
収
入
が
百

三
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
、
「
定
要
件

の
も
と
に
、
配
偶
者
特
別
控
除
を
併

せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
百
三
万

円
を
超
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
百

四
十
一
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
、
配
偶

者
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
．

　
な
お
、
保
険
外
交
や
集
金
人
．
・
検

針
員
等
に
よ
る
収
入
に
つ
い
て
は
、

事
業
所
得
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
給

与
所
得
の
場
合
と
異
な
る
計
算
方
法

と
な
り
ま
す
．

　
税
金
の
こ
と
で
お
分
か
り
に
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
延
岡

税
務
署
へ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
費
0
9
8
2
　
3
2
1
3
3
0
1

b

恥盈蹴盈呂

⑩

4．

c 糠等

　　　．A㌦『・’・一舳 困
∵

亀；1

㍉票　，

圃．

噛
　
，
：
∫
∴
㌦
．
1
’

歯科医師会だよ

≦フ、

ン纏

　
今
回
か
ら
あ
ご
の
関
節

の
病
気
に
つ
い
て
の
お
話

し
で
す
。

　
近
ご
ろ
、
あ
ご
の
関
節

の
異
常
や
痛
み
を
訴
え
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
、
例

え
ば
、
「
あ
ご
が
思
い
ど

お
り
に
動
か
ず
食
べ
物
が

噛
み
づ
ら
い
」
「
あ
ご
を

動
か
す
と
き
カ
ッ
ク
ン
な
ど
と
不
快

な
音
が
す
る
L
「
口
を
開
け
る
と
あ

ご
の
関
節
に
痛
み
を
感
じ
る
」
と
い

う
具
合
で
す
．
．

　
こ
ん
な
症
状
が
あ
る
と
、
「
顎
関
節

症
」
と
い
う
病
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
肩
凝
り
と
か
、
腕

や
指
の
む
く
れ
、
偏
頭
痛
と
い
っ
た

こ
と
も
こ
の
病
気
に
よ
っ
て
お
こ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
．

　
現
代
っ
子
と
い
わ
れ
る
子
ど
も
た

ち
や
若
い
人
は
硬
い
食
べ
物
を
嫌
い

軟
ら
か
い
も
の
を
好
む
傾
向
が
強
い

の
で
、
あ
ご
が
充
分
に
発
達
し
な
い

た
め
に
歯
並
び
も
悪
く
な
り
や
す
く
、

・
闘
旨
闘
諺
闇
鵠
鋼
髭
脚
帥
”
瞬
誕
脚
髄
困
脚
図
鯛
圏
鵠
闇
謁
樋
留
鱒
，
．
”
賢
髄
門
圏
誕
岡
誕
闘
髭
鱒
舞
睡
護
駈
瓢
闘
認
闘
認
闇
誕
翻
髄
”
脚
認
囲
舞
鯛
紫
闇
紫
髄
鵠
髄
巽
睡
諺
阿
図
岡
闘
闘
闘
岡
認
闘
随
随
髄
巽
瞬
鵠
脚
鵠
岡
認
圓
図
岡
闘
認
鱒
巽
図
認
囲
鵠
岡
岡
閃
岡
認
開
髭
瞬
訟
脚
し

表
紙
へ
牧
水
○
ー
7
3
、
の
解
説
ー

変
な
噛
み
方
を
す
る
よ
う
に
な
る
ば
置

か
り
か
、
関
節
そ
の
も
の
も
弱
く
な
塩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
　
　
　
　
皿

　
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
や
精
神
的
緊
張
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

の
多
い
現
代
社
会
で
は
、
口
を
開
け
｝

閉
め
す
る
筋
肉
に
も
異
常
な
緊
張
や
｝

郵
穏
鍔
秘
隷
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

　
「
顎
関
節
症
」
と
い
う
の
は
現
代

病
と
い
え
る
も
の
で
、
今
後
増
え
て
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

い
く
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
、
　
「

歯
翼
」
は
、
虫
歯
や
歯
周
病
に
続
　

く
第
3
の
病
気
と
し
て
注
目
し
て
い
湿

る
も
の
で
す
し
ば
ら
く
こ
の
病
気
皇

つ
い
イ
、
の
お
話
・
ζ
、
い
き
手
…

　
「
父
と
寝
ね
母
と
起
き
い
つ
る
ふ

る
郷
の
山
家
こ
の
ご
ろ
鹿
の
こ
ゑ
か

な
。
」
牧
水
は
明
治
三
十
八
年
（
】
九

〇
五
・
二
十
歳
）
六
月
末
、
早
稲
田

大
学
文
学
部
高
等
予
科
の
課
程
を
修

了
し
坪
谷
に
帰
省
し
ま
し
た
。

　
即
ち
、
早
稲
田
に
入
学
し
て
初
め

て
の
帰
省
で
す
、
．
こ
の
歌
は
、
そ
の

帰
省
中
の
作
で
、
同
年
の
『
中
央
公

論
』
十
月
号
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

帰
省
中
、
牧
水
は
数
名
の
友
人
達
に

書
簡
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
、
七
月
三
十
「
日
、
「
日
向
み
ど
り

の
国
よ
り
」
と
し
て
、
広
島
市
に
住

む
大
見
達
也
（
延
岡
中
時
代
の
友
）

宛
に
絵
葉
書
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ

　
　
　
渡
　
邊
　
邦
　
彦

の
文
中
、
「
小
生
た
．
・
専
心
父
母
に
甘

ゆ
る
の
み
…
…
」
と
記
し
、
文
末
に

次
の
】
首
を
記
し
て
い
ま
す
、

　
［
父
と
い
ね
母
と
起
き
つ
る
ふ
る

さ
と
の
山
家
に
お
ほ
き
ほ
と
と
ぎ
す

か
な
，
」
こ
こ
で
読
者
の
皆
さ
ん
も
気

．
つ
か
れ
た
こ
と
で
し
ト
小
う
。

　
原
詠
で
は
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
『
中

央
公
論
』
で
の
発
表
で
は
「
鹿
の
こ

ゑ
」
と
変
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の

歌
か
ら
そ
の
当
時
の
坪
谷
渓
谷
の
秋

の
情
景
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
牧
水
生
誕
百
周
年
（
昭

ヒ
弾
げ

轍

和
六
十
年
）
の
記
念
の
年
に
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
母
校
坪
谷
小

学
校
に
歌
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
碑
の
歌
、
［
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
よ

と
母
に
起
さ
れ
て
す
が
る
小
窓
の
草

月
夜
か
な
L
も
、
こ
の
帰
省
中
の
作

で
す
、
帰
省
中
の
牧
水
の
生
活
の
一

端
が
う
か
が
え
ま
す
．
、
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契
約
書
・
遺
言
書
の

作
成
は
公
証
役
場
で
／

　
～
争
い
を
防
ぐ
た
め
に

　
公
証
役
場
の
ご
利
用
を
～

　
●
公
証
役
場
で
は
、
契
約
公
正
証

　
　
書
、
遺
言
公
正
証
書
な
ど
を
作

　
　
成
し
て
い
ま
す
．
．

　
●
契
約
公
正
証
書
は
、
法
律
に
し

　
　
た
が
っ
た
公
正
で
確
実
な
証
書

　
　
で
す
．
、
双
方
に
と
っ
て
安
心
で

　
　
す
．

　
●
遺
言
公
正
証
書
な
ら
裁
判
所
の

　
　
手
続
き
は
い
り
ま
せ
ん
．
、
相
続

　
　
争
い
を
予
防
し
ま
す
。

　
●
公
証
事
務
の
ご
相
談
は
無
料
で

　
　
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
．
．

※
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
ば
、

延
岡
公
証
人
役
場

　
延
岡
市
南
町
二
丁
目
三
番
目
十
五

　
　
T
E
L
・
F
A
X

　
　
（
0
9
8
2
）
2
1
1
1
3
3
9

秋
の
「
行
政
相
談
週
間
」

　
　
　
に
伴
う

「
行
政
相
談
所
」
の
開
設

　
「
行
政
相
談
委
員
」
と
「
総
務
庁

（
行
政
監
察
事
務
所
）
」
は
、
国
・
県
・

市
町
村
の
役
所
の
仕
事
や
J
R
・
N
T

T
・
公
庫
・
公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
の

仕
事
に
つ
い
て
、
「
処
理
に
納
得
で
き

な
い
」
「
不
親
切
な
扱
い
を
受
け
た
」

「
こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
「
ど
こ
へ

相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な

ど
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
住
民
か

ら
お
聞
き
し
、
住
民
と
役
所
の
間
に

立
っ
て
、
公
平
・
中
立
な
立
場
か
ら
、

そ
の
解
決
を
促
進
す
る
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

　
総
務
庁
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を

広
く
お
知
ら
せ
し
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
「
行
政
相
談
週
間
」
〔
1
0
月
1
5

日
（
日
）
～
2
1
日
（
土
）
〕
を
設
け
、
全
国

一
斉
に
各
種
の
行
事
を
行
な
い
ま
す
、

　
東
郷
町
で
は
、
次
の
と
お
り
行
政

相
談
委
員
の
「
山
口
俊
一
さ
ん
」
が

行
政
相
談
所
を
開
設
し
、
行
政
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

▽
日
時
・
場
所
　
1
0
月
1
7
旦
火
）
1
0
時

　
～
1
4
時
1
1
寺
迫
公
民
館

▽
日
時
・
場
所
　
1
0
月
1
8
旦
水
）
9
時

　
～
1
5
時
1
1
役
場
2
階
会
議
室

※
　
な
お
、
行
政
相
談
委
員
は
相
談

　
所
以
外
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま

　
す
。
詳
し
く
は
行
政
相
談
員
（
山

　
口
俊
一
さ
ん
費
㊥
7
6
5
5
）
ま

　
た
は
宮
崎
行
政
監
察
事
務
所
（
倉

　
0
9
8
5
1
2
4
1
1
1
0
0
）

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

看
護
能
力
再
開
発

　
　
　
　
講
：
習
　
会

　
未
就
業
の
看
護
婦
等
に
対
し
て
、

最
近
に
お
け
る
看
護
知
識
、
技
術
を

修
得
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
職
場
復

帰
を
容
易
に
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
、

o
対
象
者

　
未
就
業
の
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看

　
護
婦
（
士
）
准
看
護
婦
（
士
）

O
期
　
日
　
1
1
月
1
3
月
目
）
～
1
7
日
（
金
）

O
場
　
所
　
済
生
会
日
向
病
院

。
参
加
料
無
　
料

O
申
込
期
日
　
1
0
月
3
0
日
目
月
）

※
申
込
先

宮
崎
市
学
園
木
花
台
西
2
1
4
1
6

　
社
団
法
人
　
宮
崎
県
看
護
協
会

T
E
L
（
0
9
8
5
）
5
8
1
4
5
2
5

「
第
1
3
回
　
産
業
文
化
祭
」

　
　
　
　
開
　
　
催

　
今
年
の
産
業
文
化
祭
は
、
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
メ
イ
ン
に
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
．
．

▽
日
程
　
1
1
月
4
日
（
土
）
～
5
周
目
）

▽
会
場
　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
中
央

　
公
民
館

▽
主
な
展
示
・
催
し
物

　
◎
農
林
産
品
展
・
学
芸
品
展
・
一

　
　
般
の
作
品
展
1
1
中
央
公
民
館

　
　
4
日
・
5
日
両
日

　
◎
民
謡
民
舞
発
表
・
カ
ラ
オ
ケ
教

　
　
室
発
表
一
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
4
日
の
み

　
◎
公
民
館
演
芸
大
会
・
歌
謡
シ
ョ

　
　
i
・
生
涯
学
習
発
表
一
総
合
グ

　
　
ラ
ウ
ン
ド
　
5
日
の
み

　
◎
そ
の
他
各
種
コ
ー
ナ
ー
ー
グ
ラ

　
　
ウ
ン
ド
　
4
日
・
5
日
両
日

※
詳
し
く
は
各
家
庭
に
配
布
い
た
し

ま
す
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

無
料
交
通
事
故
相
談

▽
相
談
日
　
月
曜
日
～
金
曜
日
9
時

　
3
0
分
～
1
2
時
・
1
3
時
～
1
6
時
4
0
分

　
（
祝
祭
日
を
除
く
）

▽
弁
護
士
相
談
日
　
毎
月
第
3
木
曜

　
日
1
3
時
～
1
6
時

※
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
ば
、

　
宮
崎
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

　
タ
i

　
費
（
0
9
8
5
）
2
8
1
1
1
9
9

心
配
こ
と
相
談

乗逃縁

懸民雛
ll都税税　す

言銅1
箸
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
、

〔
9
月
6
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
田
野
の
黒
木
勝
己
さ
ん
か
ら

（
畳
さ
ん
・
7
4
歳
ご
逝
去
）

◎
緑
門
の
河
野
益
夫
さ
ん
か
ら

（
定
男
さ
ん
・
8
0
歳
ご
逝
去
）

◎
寺
迫
の
黒
木
征
子
さ
ん
か
ら

（
時
雄
さ
ん
・
5
9
歳
ご
逝
実
ご

◎
鶴
野
内
の
那
須
加
藤
治
さ
ん
か
ら

（
シ
ズ
さ
ん
・
8
9
歳
ご
逝
去
）

般
寄
付

　
走
査
の
日
吉
純
子
さ
ん
か
ら
快
気

祝
と
し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．
ま
た
、

小
野
田
区
ふ
れ
あ
い
福
祉
夏
ま
つ
り

実
行
委
貝
よ
り
、
福
祉
バ
ザ
ー
の
益

金
の
寄
付
と
、
車
椅
子
の
寄
贈
を
受

け
ま
し
た
．
、

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一

●

　
　
（
八
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

横
山
果
菜
恵

上
原
　
　
希

高
岡
美
咲

満
室
吉
名

雅
隆

1
｛
　
一
丁
卍
」
　
　
イ

広
志

羅
毒

中
　
冗
木
f
　
　
ぐ
ご

越
表

寺
迫

住
所

結
婚
　
お
め
で
と
う

一 一
氏

吉寺 田那

田原 中須

A
百大 真博
口

子作 弓巳
名

日 田 延 坪 住
向 岡
市 野 市 谷 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

那 黒 黒
氏

須 木 木

シ 時

ズ 雄 覧
名

89 59 74 年

歳 歳 歳 齢

鶴 寺 田 住
野
内 迫 野 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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